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み
ん
な
で
来
て
ね
♪ 

「
木
曜
サ
ロ
ン
」 



（エッセイ もぐらの目）       ＬＩＰ ２０１４／１１ 

〈２〉 

「
も
ぐ
ら
の
目
」
～
四
十
～ 

 
 

鶴
島
緋
沙
子 

 
と
ん
か
つ
と
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

に
誘
わ
れ
て
紀
州
路
へ 

  

例
年
に
な
い
秋
の
早
い
訪
れ
は
、
涼
風
そ
よ
ぐ
心

地
よ
い
九
月
を
関
西
に
も
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。 

 

そ
ん
な
あ
る
日
、
昔
馴
染
み
の
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
愛
好
家
で
ビ
オ
ラ
奏
者
の
畑
野
竣
さ
ん
か
ら
、
和

歌
山
県
は
、
有
田
市
の
紀
見
ホ
ー
ル
で
の
「
Ａ
Ｂ
Ｏ

Ｂ
Ａ
」（
あ
ぼ
ば
）
カ
ル
テ
ッ
ト
演
奏
会
へ
の
お
誘
い

が
あ
っ
た
。 

 

昔
馴
染
み
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
彼

と
私
と
の
馴
染
み
は
、
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
も
の
で

は
な
い
。
思
い
返
せ
ば
一
九
九
一
年
五
月
、
有
田
市

の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
き
っ
ち
ん
喜
多
亭
」
の
お
世

話
で
開
か
れ
た
簑
島
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
、
第

一
回
「
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
演
奏
会
か
ら
の
お
付
き
合
い

な
の
で
あ
る
。
お
付
き
合
い
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま

た
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
演
奏

会
の
司
会
を
私
が
仰
せ
つ
か
り
、
そ
れ
以
来
、
二
〇

〇
五
年
九
月
の
第
十

四
回
演
奏
会
ま
で
、
年

に
一
度
と
は
い
え
、
私

の
人
生
の
盛
り
の
時

代
に
…
…
と
、
こ
こ
ま

で
書
い
て
き
て
思
い

出
し
た
。
そ
の
時
、
私

の
親
し
い
友
人
三
人

と
「
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成
。

毎
年
、
大
阪
か
ら
花
束

持
参
で
駆
け
付
け
た

も
の
だ
っ
た
。 

『
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
の
演
奏
会
を
行
っ
て
か
ら
半
年

が
経
っ
た
。
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
と
言
っ
て
も
演
奏
に
臨

む
心
境
の
話
で
演
奏
自
体
が
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
に
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）
我
々
の
曲
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
全
部
吐
き
出
し
て
も
せ
い
ぜ
い
六
十
分
。
あ

と
の
三
十
分
は
お
し
ゃ
べ
り
で
持
た
せ
る
し
か
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
為
の
司
会
役
を
鶴
島
さ
ん
に
お
願

い
し
て
あ
る
。
彼
女
は
私
の
作
る
氷
室
そ
ば
の
フ
ァ

ン
で
友
人
三
人
と
年
に
一
度
、
そ
ば
を
食
べ
に
来
る

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
昨
年
の
そ
ば
会

で
「
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
の
話
に
な
り
彼
女
に
司
会
を
頼

み
、
大
筋
の
原
稿
だ
け
は
私
が
書
い
て
、
あ
と
は
す

べ
て
彼
女
の
ア
ド
リ
ブ
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
今
、
鶴
島
さ
ん
は
瀬
戸
内
寂
聴
の
塾
で
小

説
を
勉
強
し
て
い
る
作
家
の
卵
で
あ
る
。
任
せ
て
も

安
心
な
の
で
あ
る
』
と
は
今
か
ら
二
十
三
年
前
「
Ａ

Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
初
演
後
に
書
か
れ
た
畑
野
さ
ん
の
文
章

の
抜
粋
で
あ
る
。 

 

氷
室
そ
ば
の
食
べ
っ
ぷ
り
と
、
お
し
ゃ
べ
り
で
持

た
せ
る
才
能
を
見
込
ま
れ
て
司
会
役
と
は
。 

 

喜
ぶ
べ
き
か
、
は
た
ま
た
…
…
。
い
い
え
、
畑
野

さ
ん
の
「
作
家
の
卵
」
な
ん
て
い
う
予
言
が
あ
っ
て

こ
そ
今
の
私
が
あ
る
の
か
も
。
喜
ぶ
べ
き
に
違
い
な

い
。
ち
な
み
に
畑
野
さ
ん
も
バ
イ
オ
リ
ン
や
お
そ
ば

に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
を
書
か
れ
、
本
も
出
版
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
私
も
忙
し
く
な
り
、
司
会
は
若
手

と
交
代
し
た
が
、
公
演
は
、
続
い
て
き
た
。 

 

さ
て
、
そ
れ
か
ら
ざ
っ
と
四
分
の
一
世
紀
を
経
て

二
〇
一
四
年
の
初
秋
。 

 

主
催
は
「
あ
り
だ
の
里
の
文
化
を
育
む
会
」。
初
回

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
畑
野
さ
ん
と
チ
ェ
ロ
の
京
都

交
響
楽
団
の
重
鎮
、
高
瀬
恵
理
也
さ
ん
の
二
人
。
そ

れ
に
大
阪
交
響
楽
団
の
美
人
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
吉
田

紘
子
さ
ん
と
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
た
フ
ル
ー
ト

奏
者
上
松
明
代
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
会
場
は
、
森
の

中
に
立
つ
黒
川
紀
章
設
計
の
き
び
ド
ー
ム
。
そ
の
上
、

老
人
デ
イ
ケ
ヤ
ー
経
営
で
芸
術
に
造
詣
の
深
い
ご
夫

婦
が
、
往
復
の
バ
ス
や
途
中
の
昼
食
ま
で
お
世
話
し

て
下
さ
る
の
で
あ
る
。 

 

待
っ
て
ま
し
た
！ 

い
よ
い
よ
出
番
。
緑
に
囲
ま

れ
た
山
小
屋
風
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
待
っ
て
い
る
、

こ
れ
ま
た
そ
ん
じ
ょ
そ

こ
ら
の
も
の
で
は
な
い
。

知
る
人
ぞ
知
る
名
店

「
達
人
」
の
と
ん
か
つ

な
の
で
あ
る
。 

 

い
ざ
行
か
ん
来
年
も
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
と
と
ん

か
つ
が
待
つ
紀
州
路
へ
。 

鶴島緋沙子さんは、山田洋次監
督の映画「学校Ⅲ」の原作となっ
た「トミーの夕陽」や、「私の中
の瀬戸内寂聴」（いずれも、つげ
書房新社刊）などの作品で知られ
る枚方市在住の作家。「大阪府高
齢者大学校エッセー文学科」講
師。「同大学同窓会枚方・寝屋川・
交野合同」の「文章講座」講師。
また、「自閉症」の息子さんの母
親であり、「枚方自閉症児(者)親
の会」の代表です。「もぐらの目」
は、隔月連載の予定。これまでの
連載をまとめた著書「もぐらの
目」が、つげ書房新社から刊行さ
れています。 



（木曜サロン）            ＬＩＰ ２０１４／１１ 

〈３〉 

みんなで交流できるサロンをつくりたい 

 

「木曜サロン」と看板を掲げた門から入って、

小学校のプールを左に見ながら進むと、前に見

える建物が山田会館です。玄関で靴を脱いで部

屋に入ると、「ようこそ！」笑顔いっぱいで、

民生委員の川嶋俊治さんが迎えてくれます。中

に入って、山田校区福祉委員会会長の中垣輝雄

さんと、同・前会長の伊

藤弘さんに、お話を聞き

ました。 

 木曜サロンは、今年で

７年目。開設のきっかけ

は、当時コミュニティー

協議会会長と校区福祉委

員会会長を兼務していた

伊藤さんが堺市の社会福

祉協議会のサロンを見学

して、「山田校区にも、

こんなサロンを作りたい」

と思ったことでした。ちょうど山田幼稚園が廃

園となり、その建物の一部を地元の校区福祉委

員会が利用できることに。職員室だった部屋を

改造、厨房の設備をそろえて、サロンが開設さ

れました。現在、民生委員と主任児童委員が中

心となり、19 人の福祉委員が当番制で、月二

度の木曜サロン、子育てサロンと、一人暮らし

の食事会を、実施しています。 

 

おいしいご飯と、おしゃべりで、ほっこり 

 

 木曜サロンのメニューは、第２木曜日はカレ

ーライス、デザート、飲み物（コーヒー、紅茶、

ジュース）。第４木曜日は、ばら寿司や炊き込

みご飯などの、季節に合わせた食事と、デザー

ト、飲み物です。食事は 250 円、デザート 100

円、飲み物 100 円。約 10 人の委員さんが作っ

てくれる食事は、手づくりならではの、やさし

いお味。白玉入りのデザートも人気です。毎回

40 人～50 人の利用があり、「開設当初から毎回

来てます」という常連

さんも。歩いて数分の

ところから、一人暮ら

しの方にも声をかけて、

ご近所さんで一緒に来

るのだそうです。また、

この頃は口コミで、新

しく来られる方もだん

だん増えてきていると

のこと。食事以外に、

第２木曜日は、地域包

括支援センター サー

ル・ナートの出張相談所が開かれ、血圧測定や、

健康や福祉など悩み事の相談ができます。また、

第４木曜日には、社会福祉協議会の相談員が相

談に応じてくれます。 

 ちぎり絵などの作品が飾られた部屋の中では、

テーブルごとにおしゃべりの花が咲き、おそろ

いのエプロンをつけた委員さんたちが、食事を

運びながら、さりげなく気を配り、とてもあた

たかい雰囲気です。「地域外の方も歓迎です。

若い方にもどんどん来てほしいですね」と中垣

さん。木曜サロンの常連に、私もなってしまい

そうです。   ├ ＬＩＰ編集局 豊髙明枝 
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（ハーモニークラブ）        ＬＩＰ ２０１４／１１ 

〈４〉 

 私は 20 代半ばに突然アトピー性皮膚炎になり、そ
の後、突然の母の死、認知症の祖母の介護、義兄の
借金、姉の離婚、父の闘病生活後の死、個性的な息
子達の子育て、価値観の違う夫との関係を通して、
多くの罪悪感や無価値観を持っていました。 
 そんな私が、ある不思議な法則を発見しました！ 
 それは「自分が自分に対して扱っているのと同じ
ように、他人は自分を扱っている」という法則です。
例えば、私が自分を「責めて、大切にしていない」
時は、どんなに相手に良かれと思ってやった事でも、
「責められ、大切にされない」（と感じる）結果を引
き寄せていました。 
 それに気づいて、私が自分に「感謝して、大切に
している」と、不思議なことに人から「感謝されて、
大切にされる」ようになって来たんです！ 
 そんなある日、その不思議な法則の物語が閃き、
今までの気付きを歌詞にした曲も頭の中で次々と生
まれてきました。私は「この物語を絵本にして、絵
と物語と歌とで五感に届けるような作品を作りた
い！」と思いました。 
 その作品を通して、私のように自分で自分をいじ
めて、大切に出来ない人たちが、「自分との仲直り」
が出来るような気がしたんです。そうすれば、その
方の周りの家族や友達とも仲直りが出来る！ もし
かしたら、絵本や曲が自分の知らない所まで広がっ
て、そこでも自分との仲直りをする人がいたら、い
つか世界が平和になる日が来るかもしれない！ 
 私の内側から何か熱い物が込み上げて来るのを感
じました。 
 実は、私には今すぐやらないといけない理由が有
りました。 
 2010 年の初めに絵本の物語や曲が出来ていて、あ
とは昔、漫画家だった姉に絵を描いてもらいたかっ
たのですが、2010 年の秋には子宮癌が末期だと宣告
されたんです。 
「姉の好きな絵を描く事で免疫力が上がるかもしれ
ない！」「万が一の事が有った時、姉の生きた証を残
したい！」 
 私自身も姉の治療費のカンパを募り、姉の入退院
の送り迎えや看病をしつつ、絵本出版に向けての作
業や、100 人規模の「えほんライブ」に向けての準備
をしながら、闘病中の姉に絵を描いてもらうために、
車で２時間以上かかる姉の家まで何度も足を運びま
した。 
 その結果、姉は痛みに耐えながら、ほぼ１ヶ月で
30枚以上の絵を娘と共に完成してくれました。 
 2011 年２月に多くの方の協力のもと、第一回目の
えほんライブを道頓堀のライブハウスで上演するこ
とが出来ました。 

 絵を描いている間、本当に元気になって来た姉で
すが、３月東北大震災を境に、癌があちこちに転移
し、４月にこの世を去りました。 
「芸術を通して自分との仲直りをし、自分を愛して
自分らしく輝く人達が応援し合い、豊かさを循環す
る社会の雛形を創る」というビジョンを持って、こ
うしてハーモニークラブを設立しました。 
 ハーモニークラブ設立当初から、誰よりも私のビ
ジョンを理解し、勇気づけ、支え続けてくれている
副代表の北川さなえさんと共に、えほんライブだけ
ではなく、コーチングなどを通して、関わるみなさ
んが自分との仲直りをするサポートを大切にしてい
ます。 
 その後中之島公会堂や鶴見区民センターでも 100
人規模のえほんライブイベントを開催後は、草の根
的に少人数のライブを続けて行きました。 
 現在は、毎月２回ほどのペースで、保育園やデイ
サービス、ギャラリーやライブハウス、お寺やカフ
ェなどで、小さい子どもさんからご年配の方に合わ
せて、ハーモニークラブメンバーみんなで話し合い、
脚本家のやまもとゆうこさんに脚本を少しずつ変え
もらいながら、えほんライブを上演し続けています。 
 2014 年 2 月には曼荼羅アーティストのつついみか
さん、脚本家のやまもとゆうこさんと共に、２作目
の絵本「ハーモニードリームランド」を出版し、４
月にはハーモニークラブの仲間と共に、えほんライ
ブＣＤ「ハーモニードリームランド」もリリースし
ました。 
 実は私がハーモニークラブを設立した時に思い描
いた夢の一つがミュージカルを創ることでした！ 
 
 11月30日(日)メセナ枚方多目的ホールで開催され
る「しあわせ映画フェスティバル in ひらかた」の一
部後半にて、13:00～13:40 絵本ミュージカル「ハー
モニードリームランド」を上演する夢が叶います。 
 会場にお越しのみなさまが、この絵本ミュージカ
ルを通して、より自分を大切にし、自分らしく輝く
きっかけになれたらうれしいです。 
 私たちの今後の夢は、思いに賛同してくださった
り、応援してくださる団体や企業さまと繋がること
で施設や学校や病院、地域のお祭りやイベントなど、
より多くの場所でえほんライブを上演し、一人でも
多くの方が自分との仲直りして、平和で住み良い社
会に貢献することです。 
 今後の予定などはホームページにて随時更新して
おります。 http://harmony-club.jp/ 
ご興味を持って頂きましたみなさまとのご縁を楽し
みにしています♪ 

├ 井上千晴 



（山田池マラソン）         ＬＩＰ ２０１４／１１ 

〈５〉 

★熱い想いだけしかないアラフォー＆ド素人集

団が初開催に向けて大奮闘中！ 

 今年 2 月、ある同級生による「山田池公園で

チャリティマラソンをしたらおもしろくない？」

という一言をきっかけに、元磯島高校（現枚方

なぎさ高校）の同級生が数人集まりスタートし

た山田池アインちゃんチャリティマラソン。マ

ラソン経験ほぼゼロ、大型イベント立上げ経験

ゼロ、しかも全員仕事持ちで専任者ゼロのアラ

フォー＆ド素人集団ですが、熱い想いだけで楽

しみながら頑張っています！ 

 このイベントは、東日本大震災の被災地に向

けて、次世代にも「つながる支援」の仕組みを

つくることを目的としています。イベント収益

は、経費を除き半分を日本赤十字社を通じて東

北の被災地に、残りの半分を津波で家を失った

方、福島原発避難指示区域の方が暮らす仮設住

宅が密集している福島県南相馬市に直接寄付を

させていただきます。 

★チャリティマラソン参加者募集中！ 

「自分の好きなことで楽しくボランティア♪」

という意味を込めたチャリティマラソン。 

 特に、大会に今まで出たことがない、マイペ

ースで楽しく走りたいというマラソンビギナー

の方にぜひご参加いただければと思います。 

 種目は、10km 一般男女、5km 一般男女、4km

リレーマラソン（1km×4名）、2km親子マラソン

があります。4km リレーマラソンは、コスチュ

ームもＯＫです。 

 お申込みは、ＪＴＢスポーツのホームページ

から、またはパンフレットの振込み用紙でお願

いいたします。設置場所は、山田池アインちゃ

んチャリティマラソンのホームページをご覧く

ださい。 

ＪＴＢスポーツ https://jtbsports.jp/ 

 

★災害で失う命ゼロへの願いを込めて チャリ

ティ防災ステージも同時開催 

 ここ数年、自然災害による被害が世界中で起

こっています。災害時に枚方市民が一つとなっ

て、全ての命を救えるように、そして、この動

きが、日本中に広がるようにとの願いを込め、

自分の命を

守る、みん

なの命を守

る方法を色

んなカタチでお伝えします。当日は消防署の皆

さんによる命の救い方のデモンストレーション

や、日本初の気象予報士だけの演劇集団「お天

気しるべ」による自然災害から身を守る方法を

わかりやすく伝える防災劇もあります。また、

南相馬市で震災後、第一線で継続してボランテ

ィアをしてこられた方をお迎えし、「被災地の現

状を知る、今、私たちにできることを考える」

トークセッションも行ないます。くらわんこ、

ひこぼしくんも来てくれます！ ぜひご家族で

お越しください。 

├ 相田安喜子（山田池アインちゃんチャリティマ

ラソン実行委員会） 

お問い合わせは、山田池アインちゃんチャリ

ティマラソン実行委員会まで 

メール：aineyamadaike＠gmail.com 

http://yamadaike-aine.jimdo.com/ 

「山田池チャリティマラソン」で検索 
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 ドイツ発祥で、若者に安価で安全な旅のコンセプト
で、今でも行われており、海外・日本通じて実在して
います。 
 夕方から翌朝＝１泊の単位であり、素泊り（￥３５
００くらい）食事代（夕￥１０００くらい、朝￥６０
０くらい）で計￥５０００強、ただし、食事はオプシ
ョンですので外すことも可能です。 
 基本ドミトリー（相部屋）だが、別料金で個室も可
能です。わたしは年齢は３０歳を過ぎているが、大
阪・京都・奈良・徳島等、宿泊しました。 
 前々から知ってはいたが、今年２月から会員にな
り、情報も徐々に入ってきました。曜日やシーズンに
よっては、見知らぬ人と喋ったり、誰も居なかったり。
「ユースホステル」は年齢の上限はありません。京都
のユースに宿泊した際は、中学校の団体が来られてい
ました。それぞれの所によっては、２０時頃からイベ

ント（お菓子作り、オカリナ演奏、ボランティアスタ
ッフとの会話、似顔絵など）があり、併せて無料で珈
琲・紅茶・ジュースがいただけます。食事代は少々高
いですが、一度いかがでしょうか。今後は広島・滋賀・
和歌山・三重に行ってみたいです。 
 個人的に思っていることを最後に記したいと思い
ますので参考にして頂ければ幸いです。 
・年輩者が利用している（最近、その傾向が多い） 
・食事代金は少々高め（ただし、ご飯はお替りできま
す） 
・知らない人との会話が面白い（一人旅でも寂しくは
ありません） 
・イベントには積極的に参加する（想い出づくり等交
流を図って頂けるとより楽しい旅になる） 
 また、続きを掲載していきたいと思います。 

松瀬（ＬＩＰ編集局） 

 

【百字エッセイ展示  at  ウィル・フェスタ2014】 
「記念」をテーマに、百字の短いエッセイを展示します。 
どんな「記念」が飛び出すでしょう……？ 
日時 12月６日（土）午前12時～午後５時 
     ７日（日）午前10時～午後４時 
場所 メセナひらかた会館 2階ロビー  無料 
問合せ エッセイサークル文文 熊川 072-853-0150 

◎谷悦子氏講演会「まど・みちおの詩の魅力」 
― 核にある「愛するこころ」－ 

○１１月１２日（水）１０時～１２時 
○メセナひらかた ○１０００円 
○問い合わせ・申し込み 楽しい本の会 
 井上 TEL 072-898-5483 

◎絵本学研究所主宰 正置友子氏講演会 
「ジョン・バーニンガムの『おじいちゃん』を読みこむ」 
～一冊の絵本を丁寧にしっかり見る、そして読みこむ～ 

○１１月２０日（木）１０時～１２時 
○メセナひらかた ○１５００円 
○問い合わせ・申し込み「こどもと本」香里ヶ丘市民学級 
 西原 TEL&FAX 072-845-3615 
 更谷 TEL&FAX 072-848-3984 
 メール kourigaoka.s＠gmail.com 

寝屋川難病連絡会第１９回総会 
日時：１１月３０日（日）午後１：３０～４：００ 
会場：寝屋川市立保健福祉センター５階研修室 ５ 
第１部定期総会（午後１：３０～） 
第２部講演会（午後２：３０～） 
「どうなる難病医療法」（仮称） 
講師：ＮＰＯ法人 大難連  理事長：高橋 喜義 氏 
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［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

みんなでつくる広場「ちょこっと」１１月のイベント 
11/1（土）１０時～１２時  脳トレ    ２００円 
      １２時～１６時  編み物サークル １００円 
11/4（火）１３時半～１５時 習字サークル  １００円  
11/15（土）１３時半～１５時 絵手紙サークル ２００円 
11/16（日）１０時～１４時  ちょこっとバザー 
11/17（月）１３時半～１５時 はがき絵    ２００円 
11/18（火）１３時半~１５時 習字サークル  １００円 
11/19（水）１２時～     オムライス   ３００円 
      １３時半～１６時 歌・おしゃべり  １００円 
11/23（日）１３時半～  みんなで歌おう・誕生会 
         参加費 ３００円（コーヒー・ケーキ付） 
11/26（水）１２時～１６時 歌・五行歌    １００円 
11/28（金）１０時~１２時  健康広場     ２００円 
１２月予告 
12/2（火）１３時半～１５時 習字サークル 
12/7（日）１３時半~１５時半 アコーディオンライブ 

自転車修理は下記に電話でご相談下さい。 
お問合せ ０７２－８５６－９４３９ 

ホームページ http://tyokotto.justhpbs.jp/ 

守ろう！暴力から子どもを ～CAP大人向けワークショップ～ 
at ウィル・フェスタ2014 

CAPは子どもたちがいじめ、誘拐、虐待、性暴力といったさま
ざまな暴力から自分を守るための暴力防止プログラムです。今
回は18歳以上の方を対象に、「どうしたら被害を防げるのか」
「大人にできること」などについて考えます。 
◆日時：１２月７日（日）午後２時～４時 
◆会場：メセナひらかた会館3階第2会議室 
◆参加費：無料 
◆対象：18歳以上の方ならどなたでも 
◆定員：20名（申し込み順・要予約）未就学児童保育有。お
問い合わせください。問合せ・申し込み しまもとＣＡＰ 
・TEL 075-961-4761（火のみ14時～17時、祝日除く） 
・TEL/FAX 186-072-868-0817（藤井／21時まで） 

枚方市お達者基金活用による介護予防事業 
いきいきアンチエイジング 

座ったままでもできる ゆっくり太極拳・気功 
少人数で一人一人に合ったペースでできるので、体に不安のあ
る方やくも膜下出血や脳梗塞などの後遺症で麻痺のある方で
も安心してご参加いただけます。 
◆日時：11/8（土） 10：40～11：45（講座終了後簡単なア
ンケートにご協力いただきますが12：00までには終わります） 
◆場所：サプリ村野北館２Ｆ 多目的体育室 
◆対象：40歳以上の市内在住の人 
◆参加費：無料 ◆定員：10人 
（特活）ひらかた市民活動市民センターにて受付開始：11月
４日（火） 9：30～ 
申込方法：ＦＡＸ(805‐3532)または電子メールで受付。 
住所、氏名、年齢、連絡先（電話番号、メールアドレス）講座
名を明記して。 

―  学習会のご案内 ― 
特定秘密保護法、私たちの暮らしへの影響は？ 

日時   １１月１５日（土）午後２時～４時 
場所：青年の家 ２０３号室（京阪交野市駅から徒歩５分）  
講師   太田 健義弁護士 （大阪弁護士会所属） 
参加費：５００円   主催：憲法とくらしを考える会 
連絡先：072-892-4938（松村） 
 昨年の１２月に強行採決により成立した特定秘密保護法が
いよいよ１２月から施行されます。反対の声が止むことのない
この法律の内容を再度確認すると共に、私たちはどのようにこ
の法律と向き合っていけばよいのか考えたいと思います。多く
の方のご参加をお待ちしています。 

「多文化にふれる えほんのひろば 2014」 
～出会ってわくわく！ いろんなおはなし、せかいのいろんな
おともだち～（子どもゆめ基金助成活動） 
ずらりとならんだ約650冊の絵本を、自由なスタイルでゆっく
り楽しめる「えほんのひろば」を開催します。日本の絵本だけ
でなく、15言語にわたる外国語絵本も多数用意しますので、
地域で暮らす外国から来た親子も参加できて、日頃なかなか目
にする機会のない母語の絵本を楽しめる企画となっています。
また、日本人にとっても、多言語での読み聞かせやワークショ
ップなどを通じて、多文化を身近に感じる機会となることでし
ょう。日本人・外国人、そして、おとなも子どもも絵本をなか
だちに、楽しい時間を共有していただければと願っています。 
日時：11月29日（土）、30日（日） 午前11時～午後4時 
場所： 大阪市立中央図書館 5階 
内容： 『えほんのひろば』〔両日とも、11：00～16：00〕 
日本語と外国語の絵本約650冊を、自由に手に取り楽しんでく
ださい。多言語の絵本は、外国人スタッフに言えば、いつでも
読んでもらえます。多言語お話し会なども企画しています。 
参加費： 無料（事前申し込み不要） 
主催・問合せ： NPO法人おおさかこども多文化センター 
大阪市西区西本町１-７-７ CE西本町ビル8階 
Eメール osakakodomo.ehon＠gmail.com 

【参加者募集】 しあわせ映画フェスティバル in ひらかた 
日時：11月30日(日)１部 10：00開場 ２部 14:00開場 
場所：メセナひらかた多目的ホール（１部２部入替制 300席） 
内容：映画「日本一幸せな従業員をつくる！」＆岩崎靖子監督
講演 他 
１部：映画(90分) ＆ 絵本ライブ 「ハーモニードリームラン
ド」(40分） 
２部：混声合唱(20分)、フルート(20分)、映画(90分)＆監
督講演会(45分) 
休憩：１部 昼食休憩(55分)、２部 トイレ休憩(30分)有 
入場料：１部券/２部券共 前売 ￥2,000 当日 ￥2,500 
    *１部２部共通券有 学生券、小学生以下券有  
 ４期赤字続きの老舗ホテルが黒字転換になったのは… 
 「日本一幸せな従業員をつくる！」 優しさ、絆、誠実さ… 
いろんな場づくりをしている方に見て頂きたい 文科省選定映
画です！ 詳細：http://bit.ly/1sTso5K 
共催： リュトモスイントゥイション、NPO法人日本パーソナ
ルセラピー協会大阪支部 
チケット購入＆お問合せ： 電話：072-845-5990、Email: 
osaka＠jp-therapy.comまで 

【参加者募集】 放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 
情報交換・交流会 

子どものこと、学校のこと、高校進学、勉強や、家庭での時間
の過ごし方について、気になることはないですか？ 元教員の
支援者の助言を得て、お母さんたちどうしで語り合いましょ
う。 
日時：2014年10月8日、11月12日、12月10日、 
      2015年1月14日、2月4日、3月11日（水曜日） 

10：30～お昼過ぎまで 
場所：ラポールひらかた 
参加費： 無料 
問合せ：c-k＠love-dugong.net または、 

090-5893-5635（とよたか） 
★予定変更の場合があるので、必ずご連絡ください。 
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ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
枚方市 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ソーイングの店 みなよし  [香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび 

 [南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ とくふうホーム [大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野2-8-3  072-848-8481] 

そのほか 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市香里南之町16番15号JAビル香里4F  072-832-5580] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市田井町5-26  070-5435-1965] 
☆ 大阪市立青少年センター KOKOPLAZA  [大阪市東淀川区東中島1-13-13  06-6370-5421] 

イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

22,443 前号から繰り越し 

3,000 イエローレシート寄付 

▼164 郵送代 

▼500 10月ロッカー代 

▼3,400 10月号紙代 印刷代 

21,379 計（次号へ繰り越し） 

 

応援よろしくお願いします！ 

 

ＬＩＰはみなさんの寄付や少額の助成金など極
少予算と、印刷・配布などのボランティアで成
り立っています。応援よろしくお願いします！ 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印

刷し、市民が配布する地域密着型情報紙です。い

つでも原稿やボランティアを募集しています♪ 

音楽でリフレッシュ！ 
快い音でゆったりとした楽しい時間を仲間と一緒に 

思いっきり声を出して心身共にリフレッシュしませんか？ 
日時：11月１日（土）14：00～15：30 
場所：サンプラザ生涯学習市民センター ５階 視聴覚室 
日時：11月21日（金）13：00～14：30 
場所：サプリ村野 １０５号室 
参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

☆学校図書館知ってる？どんなところ？☆ 
at ウィル・フェスタ2014 

◆フェスタ開催日：１２月６日（土）７日（日） 
◆会場：男女共生フロア・ウィル（メセナひらかた会館2,3階） 
今、枚方市立小中学校の学校図書館が変わろうとしています。
今年度、初めて三つの中学校図書館に司書が配置されました。
さて、どう変わったでしょうか？また、これからどう変わって
いくのでしょうか？今、求められる学校図書館を学び、枚方の
学校図書館の現状と問題点を考えている「枚方の学校図書館を
考える会」が、わかりやすいパネル展示でご紹介します。お気
軽にご覧いただき、お声掛けください。 

＜お問い合わせ＞枚方の学校図書館を考える会 
岩橋 ℡ ０７２－８４８－４６２６ 

NEW! 

NEW! 


